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豊かな道徳性を保護者、地域とともに育むために 

副学園長  野々村 誠 

通勤途中の駅の乗り継ぎ連絡通路に目を疑うよ
うなポスターを見付けました。そのポスターには
「順番の意識をありがとう」とあります。思わず
二度見してしまいました。子ども向け？いや、大
人向けだ、と理解したときには、かなりショック
でした。さらに、「前にも見たな」という記憶もよ
みがえりました。 

以前の職場で、道徳授業地区公開講座の講師を
依頼されました。道徳を専門としている先輩の代
打です。「道徳が教科化されること」「子どもの道
徳性を育むには」ということが依頼内容でした。
緊張しながら会場に向かう電車でも「整列乗車に
御協力を」の車内広告を見て、「このフレーズを話
題提示に使おう」と思ったことを思い出しました。 

道徳科の目標には、「よりよく生きるための基盤
となる道徳性を養うため、道徳的諸価値について
の理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野か
ら多面的・多角的に考え、人間としての生き方に
ついての考えを深める学習を通して、道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を育てる」とありま
す。換言すれば、「学校におけるさまざまな学習活
動を通して、善悪を判断する力や善を尊ぶ心を身
に付け、実践できるようにしていきましょう」と
いうことです。 

今年度の道徳授業地区公開講座においては、「多
様性- Diversity-を認め合うために」をテーマに
授業を組み立てました。「Diversity」を辞書で引
くと、「異なる別々の方向を向いたこと」「いろい
ろな種類や傾向のものがあること。変化に富むこ
と。」とあります。私は、特に「変化に富む」とい

う意味から、「違いがあること自体がすばらしい」
と受け取りました。 

各学年の発達段階に応じたものの見方や考えが
児童・生徒から発信されていたと思います。 

全学級を参観して一番印象に残ったのは、「あれ、
みんな同じだと思っていたけど違うんだ」（３年
「じゃがいもの歌」）という発言です。 

私たちは、性別や国籍、肌の色、社会的身分、外
見など、様々なフィルターをかけて物事を見てし
まいがちです。講演会の講師である由井良昌先生
（本学園初代学園長）から『私と小鳥と鈴と』（金
子みすゞ）の紹介がありました。「みんなちがって、
みんないい。」とあるように私たち「ひとり」「ひと
り」が特別な存在です。 

では、私たち学校と保護者、地域は、どのように
して子どもたちを育てていけばよいのでしょうか。 

ヒントは、ドロシー・ロー・ノルトさんの詩『子
は親の鏡』にあると思います。一部を紹介します。 

・広い心で接すれば、子どもは、キレる子にはな
らない 

・やさしく、思いやりをもって育てれば、子ども
は、やさしい子に育つ 

保護者や地域の皆様に参観していただいた授業
において、本学園の児童・生徒の姿はどのように
映ったでしょうか。 
 保護者、地域の皆様と連携して、児童・生徒の道
徳性を育てていきたいと思います。 

今後も本学園の教育活動へのご理解と御協力を
お願いいたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活目標 
礼儀正しくしよう 

安全目標 
地震の 10のポイントを確

認しよう 

生活目標 
礼儀正しくしよう 

安全目標 
厳寒期の安全な生活を考

えよう 

保健目標 
うがい手洗いをしよう 

給食目標 
食事マナーを考えて食事

をしよう 

学園だよりには個人情報が含まれています。取扱いにはご注意願います。 
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 行事予定 
しーばくん 

寒い毎日が続きますね。冬の楽しさを見つけましょう。あっ霜柱！ 

外国語・外国語活動について （英語担当） 
コミュニケーションが要の外国語では、ティームティーチング形式で授

業を行います。４、５年生の授業を支えてくださっている JTE（Japanese 
Teacher of English）の方をご紹介いたします。 
  岩田珠里と申します。子どもの頃、海外二か国で過ごし、異文化に触
れ、また、イギリスとアメリカの英語があることを知りました。帰国すると、上
履きや給食など海外には無い物に驚きました。大変な思いをした記憶は
なく、全てが貴重な経験でした。児童の皆さんが、授業を通し、驚きや発
見を楽しみ、「英語って楽しい！」と感じられるようサポートしていきます。 
 

書き初め展 （書き初め展担当） 
令和５年度小中合同書初め展が１月１９日（金）から開かれまし

た。休み時間等を利用して小学部の児童は中学部生徒の書いた

書き初めを見ることができ、自分もこんなすてきな字が書けるよう

になりたいなと憧れの気持ちをもてたようです。土曜日の学校公

開では多くの保護者の皆様にご参観いただきありがとうございま

した。 

 

「華道体験（４年生）」         前原 真智子 
4 年生・総合学習の華道体験が今年も 1 月 18 日より 4 週に

渡り各クラスに行われます。講師は龍生派の大澤一輪先生です。 

 授業がスムーズに行われるように開始 1 時間前より支援本部よ

り 3 名と大澤先生とで、花器、剣山、はさみ、花材を一人一人の机

の上に準備しておきます。生け花の歴史や花器、剣山、はさみの取

り扱いの注意の後、「お花は生きています。それで生け花とも言い

ます。初めての体験ですので難しく考えずにお花と対話をしながら

楽しく活けて下さい。」とお話され体験が始まりました。皆、一生懸

命花材に取り組み、それぞれ個性豊かな作品ができあがりまし

た。昇降口の「書き初め」の下に並べられました。ご家族の皆様の

目に止まった事と思います。今回の花材は、赤目柳、ピンクのカー

ネーション、濃いピンクのスターチスでした。 

 「ＣＳアンケート回答御礼」         坪井 裕三 
学校運営協議会では、コミュニティスクール(ＣＳ)である杉並和

泉学園の保護者の皆様にＣＳアンケートを実施しています。今年度

も 11 月にアンケートを配布いたしました。ご多用のところ回答いた

だいた保護者の皆様には御礼申し上げます。アンケートの集計結果

につきましては、３月に発行するＣＳニュースレターにて紹介する予定

です。回答の傾向や頂戴した貴重なご意見は、運営協議会として子

どもたちのため学園の教育環境の改善に資するよう取り入れて参り

ます。 

 学校運営協議会の次回定例会合は 2 月 6 日(火)16 時 30 分の

予定です。どなたでも傍聴出来ますので傍聴希望の方は、杉並和

泉学園までご連絡ください。 

https:// shinsen-izumi.sakura.ne.jp/  

info@shinsen-izumi.sakura.ne.jp   
 
学校運営協議会についての詳細は、こちらのＱＲ
コード（学園ＨＰ内）からご確認できます。 


